
■ ５０FL で ＭＭＦ－１ 【９８５７】 を使用して撮影する場合の組み合わせ例

以下のミラーレス一眼カメラボディを使用する場合は、 各種延長筒を併用してください。

（フォーサーズ、 マイクロフォーサーズ、ＮＥＸ、 ペンタックスＱ、 ニコン１）　詳細は次ページ参照

最終更新日　2012/01/06

①　デジボーグ５０ＦＬ　＋　ＭＭＦ－１ 【９８５７】 組み合わせ例 ①　（天体撮影向け）

②　デジボーグ５０ＦＬ　＋　ＭＭＦ－１ 【９８５７】　組み合わせ例 ②　（野鳥撮影向け）

＜この組み合わせの特徴＞
・ デジボーグ５０ＦＬ望遠レンズセットＡ・ セットＢのパーツを一部流用できる基本的な組み合わせです。
・ 最短撮影距離が約１０ｍ前後ですので、 野鳥撮影よりも天体撮影に向いています。
・ 絞りＭ５７ 【７０５７】 を追加しても無限遠に合焦するので、 特に太陽撮影 （黒点 ・ 日食） には最適です。

＜この組み合わせの特徴＞
・Ｍ５７ヘリコイドＬＩＩ 【７８６０】 とＭＭＦ－１ 【９８５７】 を併用したオススメの組み合わせです。
・ 最短撮影距離が約４ｍと、 野鳥撮影に向いています。
・ 絞りＭ５７ 【７０５７】 を使用しても無限遠に合焦し、 さらに最短撮影距離が３ｍと縮まります。

絞りＭ５７ 【７０５７】 はこの位置に挿入するのがベストです。

【７６０８】

【７６１０】【２５５１】 【７４５７】 【７６１５】

【７６１５】【２５５１】 【７８６０】 【７４５７】

【９８５７】

三脚に固定する場合は鏡筒バンド６０φＳ

【７０６１】 を使用してください。

【７５２８】

【７３５２】 １

※ボーグカメラマウント各社用
　 ミラーレス一眼カメラボディは次ページ参照

※ボーグカメラマウント各社用
　 ミラーレス一眼カメラボディは次ページ参照

【７０００】
一眼レフカメラボディ

一眼レフカメラボディ

絞りＭ５７ 【７０５７】 はこの位置に挿入するのがベストです。
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【９８５７】

【７５２８】

【７３５２】

【７０００】

１



■ ５０ＦＬで ＭＭＦ－１ 【９８５７】 を使用して眼視する場合の注意点

■ ５０ＦＬ各種組み合わせ

 組み合わせ例の詳細については、

 前ページ等を参照してください。

最終更新日　2012/01/06ー２ー

一眼レフカメラボディ

[７９２２][７９２１]

[７０００]

[７９２１]

マイクロフォーサーズ用 [５０１１]
 ＮＥＸ用 [５０１３]

ニコン１用 [５０１５]

ボーグカメラマウント各社用
[５００２～５００９，５００２１]

フォーサーズ用 [５０１０]

マイクロフォーサーズ・ＮＥＸ
ニコン１　カメラボディ

フォーサーズ
カメラボディ

[７９２１] ×２

[７９２２]

スペーサー２ｍｍ
（６０φ） [７８７９]

ペンタックスQ用
[５０１４]

ＰＥＮＴＡＸ　Ｑ
カメラボディ

以下のミラーレス一眼カメラボディを使用する場合は、 各種延長筒を併用してください。

（フォーサーズ、 マイクロフォーサーズ、ＮＥＸ、 ペンタックスＱ、 ニコン１）　

下記の図のとおりでない場合、 以下の現象が起きる場合があります。

・ 無限遠に合焦しない。

・ 近距離に合焦しない。

・ 各種テレコンバーター、 レデューサー、 フラットナー等の補正レンズの性能がでない。
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